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Y O S A N ONo.148広報よさの人・自然・伝統
与謝野で織りなす

新たな未来



①②

③④⑤

⑥

⑦ ⑧

①

②

③④

①多くの神楽舞が披露された（岩滝連合）

②子ども神輿が地区内を巡幸（男山）

③四方拝では神輿に手を合わせ、地区内

の平安をお祈りする（男山）

④息の合った太刀振り奉納（石田）

⑤木積神社での神楽奉納（石田）

⑥華やかな音色を奏でる子ども祭囃子

（弓木）

⑦不安定な山肌で滑らないよう担ぎ手の

足首をつかみ支えながら神輿を下ろす

（弓木）

⑧子どもによる神楽舞（岩滝連合）

4 ／ 30・５／１岩滝祭 岩
滝
祭

４
月
30
日
と
５
月
１
日
の
２
日
間
、
岩
滝
地
域
一

帯
で
営
ま
れ
た
岩
滝
祭
。
各
地
で
太
刀
振
り
や
神
楽

舞
が
奉
納
さ
れ
た
な
か
、
独
特
な
風
習
を
も
つ
祭
が

あ
っ
た
。
男
山
区
の
板い

た
な
み列

八は
ち
ま
ん幡

神
社
で
執
り
行
わ
れ

た
「
弓
き
ゅ
う

的て
き

の
神
事
」
だ
。
大
き
さ
の
異
な
る
６
種
の

円
形
の
的
を
使
用
す
る
こ
の
儀
式
は
、
大
き
い
的
か

ら
順
に
矢
を
命
中
さ
せ
、
最
後
に
最
も
小
さ
い
的

「
金き

ん
て
き的

」
に
命
中
さ
せ
る
こ
と
で
、
板
列
八
幡
神
社

の
氏
神
様
を
神
輿
に
遷
す
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、
金
的
に
矢
が
命
中
し
な
け
れ
ば
神
輿
巡
幸
が
で

き
な
い
一
風
変
わ
っ
た
祭
な
の
で
あ
る
。

板
列
八
幡
神
社
が
戦い

く
さの
神
様
を
祀ま
つ
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
弓
的
に
よ
る
儀
式
が
始
ま
っ
た
と
い
わ

れ
、「
八は

ち
ま
ん幡

弓
的
会
」
の
男
た
ち
が
こ
の
儀
式
を
担
っ

て
い
る
。
約
１
２
５
年
前
に
発
足
さ
れ
た
八
幡
弓
的

会
は
、
現
在
、
30
代
か
ら
80
代
ま
で
の
10
人
が
所
属

し
、
毎
年
５
月
１
日
に
は
射い

て手
※
の
大
役
を
担
う
。

５
月
１
日
午
前
７
時
、
弓
的
の
神
事
を
執
り
行
う

に
あ
た
り
、
競
う
に
お
い
て
偽
り
無
く
公
正
な
場
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
「
矢や

渡わ
た

し
」
が
行
わ
れ
た
。

射し
ゃ

位い
※

か
ら
的
ま
で
の
距
離
は
28
ｍ
あ
り
、
弓
的
の

神
事
で
は
一
人
２
本
ず
つ
弓
を
引
く
。
弓
は
一
人
ず

つ
引
く
た
め
、「
矢や

振ぶ

り
」
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
射

手
の
順
番
は
決
め
ら
れ
る
。矢
振
り
が
行
わ
れ
た
後
、

的
を
め
が
け
男
た
ち
は
順
に
弓
を
引
い
た
。

最
も
大
き
な
直
径
１
尺
２
寸
（
約
36
㎝
）
の
的
に

向
け
弓
を
引
き
、
誰
か
一
人
が
矢
を
命
中
さ
せ
れ
ば

２
寸
小
さ
い
次
の
的
に
変
え
、
ま
た
弓
を
引
く
。
そ

れ
を
繰
り
返
し
、最
後
に
わ
ず
か
直
径
１
寸
８
分（
約

５
・
４
㎝
）
の
金
的
に
命
中
さ
せ
る
。
午
前
10
時
ま

で
に
金
的
に
命
中
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、

直
径
１
尺
２
寸
の
「
被か

ぶ
せ
」
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
的

を
金
的
に
被
せ
、
命
中
の
確
立
を
上
げ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
年
は
４
年
ぶ
り
に
金
的

男山区、岩滝連合区（立町、浜町、藪後、東町）、石田区、
弓木地区で営まれた岩滝祭。各地で行われた祭囃子や
神楽舞などを写真で紹介します。

に
矢
が
命
中
し
た
。
金
的
を
射
抜
い
た
千ち

原は
ら

賢け
ん
い
ち一

さ

ん
は
「
的
が
小
さ
す
ぎ
る
の
で
当
た
る
と
は
思
っ
て

い
な
か
っ
た
。
た
だ
無
心
で
弓
を
引
く
こ
と
を
意
識

し
て
い
た
」
と
い
い
、『
無
心
』
で
弓
を
引
く
理
想

の
弓
道
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
た
と
語
っ
た
。

金
的
に
矢
を
命
中
さ
せ
た
千
原
さ
ん
に
よ
り
金
的

と
矢
が
奉
納
さ
れ
た
後
、
氏
神
様
が
神
輿
に
遷
さ
れ

る
と
、
男
山
区
内
東
西
南
北
４
ヵ
所
の
御
旅
所
に
向

け
神
輿
を
巡
幸
す
る
「
四し

方ほ
う

拝は
い

」
が
執
り
行
わ
れ
、

地
区
全
域
の
五
穀
豊
穣
と
家
内
安
全
が
祈
願
さ
れ
た
。

①射手の矢を無作為に選び弓を引

く順番を決める「矢振り」　② 28

ｍ先の的へ意識を集中させる 

③金的命中後、山から神輿を担ぎ

下ろす男たち　④「ゆがけ」と呼

ばれる手袋をはめ弓を引く

※ 射手：弓を引く人

※ 射位：射手が弓を引く場所

板
列
八
幡
神
社

-

弓
的
の
神
事-

※来年は加悦谷祭、再来年は三河内曳山祭を特集する予定です。
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日
本
全
国
の
自
治
体
で
は
高
度
経
済
成

長
期
に
多
く
の
公
共
施
設
を
建
設
し
ま
し

た
が
、
約
50
～
60
年
の
年
月
を
経
て
、
そ

れ
ら
の
施
設
が
一
斉
に
更
新
時
期
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
社
会
構
造
が
少
子

高
齢
化
・
人
口
減
少
へ
と
転
換
し
て
い

き
、
公
共
施
設
の
更
新
問
題
は
社
会
保
障

費
の
増
大
と
と
も
に
自
治
体
財
政
を
圧
迫

す
る
大
き
な
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

ま
す
。
自
治
体
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

を
抑
え
な
が
ら
、
施
設
の
長
寿
命
化
・
複

合
化
・
集
約
化
・
廃
止
・
売
却
等
の
合
理

化
を
図
り
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を

目
指
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■ 公共施設の方針検討過程

公
共
施
設
整
備
の
原
則

方
針
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
今
後
の

公
共
施
設
の
整
備
は
次
の
４
つ
の
原
則

に
よ
り
、
公
共
施
設
総
量
の
抑
制
や
整

備
コ
ス
ト
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

◆ 

公
共
施
設
の
新
規
整
備
を
抑
制
す
る

（
総
量
の
抑
制
等
）

◆ 

公
共
施
設
の
更
新
の
際
に
は
統
合

や
複
合
化
（
１
つ
の
施
設
に
複
数
の
機

能
を
集
約
す
る
）
等
を
検
討
す
る

◆ 

利
便
性
・
効
率
性
を
重
視
し
た
施

設
整
備
を
行
う（
整
備
す
る
施
設
に
は
、

必
要
以
上
の
機
能
を
付
加
し
な
い
。
利

用
し
や
す
く
、
管
理
し
や
す
い
施
設
に

し
て
い
く
）

◆ 

民
間
活
力
の
活
用
可
能
性
に
つ
い

て
も
検
討
を
行
う
。

効
率
的
な
公
共
施
設

運
営
に
向
け
て

与
謝
野
町
で
も
平
成
28
年
９
月
に
「
与

謝
野
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
（
基

本
計
画
）」
を
策
定
し
、
そ
の
中
で
『
平

成
28
年
度
か
ら
の
30
年
間
で
保
有
す
る

82
・
７
％
の
施
設
（
い
わ
ゆ
る
「
ハ
コ
モ

ノ
」
施
設
を
中
心
と
し
た
１
６
８
施
設
に

対
す
る
割
合
）
が
耐
用
年
数
超
過
と
な
る

見
込
で
あ
り
（
老
朽
化
が
進
ん
だ
状
態
に

な
る
）、
耐
用
年
数
到
達
時
に
建
替
え
て

維
持
し
た
場
合
、
１
５
７
・
５
億
円
の
財

源
不
足
が
生
じ
る
』と
試
算
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
30
年
３
月
に
は
「
与
謝
野

町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
（
実
施
計

画
）」
を
策
定
し
、
財
源
不
足
解
消
の
た

め
の
具
体
的
方
針
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の

実
施
計
画
に
示
し
た
方
針
を
も
と
に
、
公

共
施
設
の
長
寿
命
化
・
複
合
化
・
集
約
化
・

廃
止
・
売
却
等
を
検
討
・
実
施
し
ま
す
。

※ ②と③は諮問機関である「与謝野町行政改革推進委員会」で議論いただき策定しました。

与謝野町公共施設等総合管理計画（実施計画）は、平成 28 年度から 30 年間の計画です。計画に示した方
針を実施した場合の施設数や効果額等は次のとおりとなります。

◆ 方針実施後の保有施設数：151 施設
　→ 46 施設の減（平成 28 年度比）
◆ 方針実施による効果額：約 159.9 億円
　→財源不足 157.5 億円の解消

◇ 52 施設について廃止・売却等を実施
◇ ６施設を新設（施設統合のために新設する施設）
　→他の施設は建替えず、長寿命化整備により維
　　持する等、コスト削減を図ります。

■ 計画を実施した場合の 30 年後の施設数・効果額

30 年後

公 共 施 設 の
現 状 を 把 握① 　与謝野町が保有する 197 の公共施設の現状をまとめました。

（平成 27 年 9 月作成）

「与謝野町公共施設白書」

公 共 施 設 全 体
の 方 針 を 明 示②

　今後の人口減少と財政状況を見通して、平成 28 年度からの
30 年間で公共施設にかかるコストと公共施設に活用できる財
源を比較した場合、157.5 億円の財源不足が生じると試算し
ています。（平成 30 年 9 月作成）

「与謝野町公共施設等総合管理計画（基本計画）」

個別の公共施設
の 方 針 を 明 示③

　基本計画で示した財源不足額を解消するために、いわゆる「ハ
コモノ施設」と呼ばれる建築物を中心に、平成 28 年度からの
30 年間で公共施設の長寿命化・複合化・集約化・廃止・売却
等を行い、保有する 197 施設を 151 施設に削減します。

（平成 30 年３月作成）

「与謝野町公共施設等総合管理計画（実施計画）」

30
年
後
に
は
82
・
７
％
の
公
共
施

設
が
耐
用
年
数
超
過
に
。（
平
成

27
年
度
時
点
の
状
況
）

耐用年数超過
31　18.5％

10 年以内に
耐用年数超過
28　16.6％

20 年以内に
耐用年数超過
45　26.8％

30 年以内に
耐用年数超過
35　20.8％

耐用年数まで
30 年以上
25　14.9％

不明４ 2.4％

今後 30 年の財源不足額

人口減少により税収や交付税等の減少が見込まれます。す
べての施設を維持していくのなら、管理コストを減らすこと
ができず、さらに建替えコストがかかることになります。

□ 公共施設に回せる財源：658.3 億円
□ 公共施設にかかるコスト：815.8 億円

不足額（＝削減目標）：157.5 億円

これから 10 年で実施する主な方針

～与謝野町公共施設等総合管理計画（実施計画）を策定～
今後の公共施設の方針を公表しました

計画は町ホームページでご覧いただけます

今後の公共施設の方針を公表しました
ＴＯＰＩＣＳ

① 小学校の再編

《野田川地域》

×５

市場小学校の既存校舎を利用して再編
または新設校舎にて再編（学校名は未定）

《加悦地域》

×３

加悦小学校の既存校舎を利用して再編
（学校名は未定）

現在町内に９つある小学校（休校１校含む）を再編により 3 校にする。

《岩滝地域》

岩滝小学校の現状を維持

現在町内にある６つの保育所（園）と 1 つの幼稚園を 2 つの幼保連携型認定こども園に再編する。
（平成 28 年度に岩滝地域に整備済みの「かえでこども園」と合わせて、町内で３つの認定こども園とする）

② 保育所（園）・幼稚園の再編

×４
（保育所３・幼稚園１） 認定こども園に再編

《野田川地域》 《加悦地域》

×３
（保育園３） 認定こども園に再編 かえでこども園

《岩滝地域》

（Ｈ 28 年度整備済み）

実
施
計
画
に
示
し
た
方
針
を
実
施

す
る
と
、
効
果
額
の
合
計
は
目
標
値

で
あ
る
１
５
７
・
５
億
円
を
上
回
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
理

論
上
の
試
算
で
あ
り
、
実
際
に
思
い

描
く
よ
う
な
効
果
が
得
ら
れ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
持
続
可
能
な
行
財
政

運
営
を
目
指
す
た
め
に
は
、
さ
ら
な

る
工
夫
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

一
方
で
、方
針
の
実
施
に
あ
た
り
、

今
ま
で
ど
お
り
の
施
設
利
用
が
で
き

な
く
な
る
な
ど
、
施
設
利
用
者
で
あ

る
町
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
他
施

設
の
代
替
利
用
を
検
討
す
る
な
ど
、

利
便
性
の
低
下
を
少
し
で
も
抑
え
ら

れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

合
併
か
ら
12
年
の
年
月
を
経
て
、

よ
う
や
く
与
謝
野
町
の
公
共
施
設
の

あ
り
方
を
考
え
る
基
礎
と
な
る
計
画

が
で
き
ま
し
た
。
実
施
に
あ
た
っ
て

は
町
民
の
み
な
さ
ん
に
て
い
ね
い
に

ご
説
明
し
、
ご
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
よ
う
努
め
ま
す
。
人
口
減
少
と

い
う
現
実
に
照
ら
し
た
効
率
的
な
公

共
施
設
の
管
理
運
営
を
進
め
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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皆 さんこんにちは、セバスチャンです。過ごしやす
かった５月とはうって変わり、梅雨に入りじめじ

めした日が続きますね。僕はイギリス人ですが、イギリス
人はよく天気の話をします。これは、イギリスの気候が特
徴的なためといわれています。今月はイギリスの気候と天
気の話を皆さんにご紹介します。
イギリスは年間を通して温暖な気候ですが、
曇りや雨の日が多いです。また、夏は日本の
ように暑くならず冬はあまり雪が降りません。
日本とイギリスはどちらも大陸の近くにあ
る島国で、四季があります。しかし、日本は
四季がはっきりしていますが、イギリスは日
本に比べて四季があいまいで、天気はとても
変わりやすいです。年間を通じて気温の変化
は激しく、日照は非常に短く、良い天気が長
く続くことはありません。夏でも気温は低く、
よく雨が降り、風が強い日がたびたびあります。ほとんど
のイギリス人は、子どものころ海水浴場で震えていた思い
出を持ち、多少寒くても我慢するように両親から言われて
育ちました。
また、服装についていえば、日本では暑ければ薄着をし、
寒ければ厚着をするのが普通だと思いますが、イギリスで
は天気や気温が頻繁に変わり、そのたびに服装を変えるこ
とは「みっともない」ことであるという考えを持っている

ため、多少寒いからといって厚着はしません。夏であれば
薄着であると決まっており、夏に子どもが家で厚着をして
いると「まさかそんな服装で外に出ないよね？」と親に言
われます。気候に合った服を着ることは自然に対して負け
を認めることと思っているのです。

一方で、多くのイギリス人は、夏休みを暖
かい南ヨーロッパで過ごすことを好みます。
そして、変化のない気候について物足りなさ
を口にします。イギリス人と気候との関係は
複雑です。

イギリス人は会話の「つかみ」としてよく
天気の話をします。それは、天気が皆の関心
事であることと、一般的にイギリス人は自分
の気持ちを表に出すことが苦手なため、無難
な話題だからです。日本人も会話の際、天気
や気温の話題をよくするので、お互いに似た

習慣を持っているところが面白いと思います。
結局のところ、悪い天気は誰もが耐えなければならない

ものです。冷たい雨は皆に平等に降り注ぎ、誰もこれから
逃れることはできません。しかし、耐え難い雨もいつかは
止みます。雨あがりの雲の切れ間からのぞく日差しに人は
喜びを感じます。それは人生でも同じことです。天気の話
のように、誰かに不満を言っているうちに雨はあがり、美
しい日差しを見ることができる日はきっと訪れると思います。

A L T リレーコラム ［第 84 回　イギリスの気候と天気 　by セバスチャン・フェイガン］ COLUMN

琴引浜で美しい夕日に出会いました

日
本
遺
産
「
三
〇
〇
年
を
紡

ぐ
絹
が
織
り
成
す
丹
後
ち

り
め
ん
回
廊
」
構
成
文
化
財
で
あ
る

旧
尾
藤
家
住
宅
に
残
さ
れ
て
い
た

襖
絵
の
中
か
ら
、
幕
末
の
宮
津
の
画

家
、
和わ

だ田
屏へ

い
ざ
ん山

（
１
８
０
６
年
～

１
８
７
３
年
）
が
描
い
た
「
四
季
花

鳥
図
」
を
紹
介
し
ま
す
。

四
面
の
襖
の
中
央
に
さ
ま
ざ
ま
な

季
節
の
花
鳥
画
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
右
か
ら
順
に
「
木も

く
れ
ん蓮
に
文ぶ
ん

鳥ち
ょ
う

図
」、「
稲
穂
に
五ご
じ
ゅ
う
か
ら

十
雀
図
」、「
紅
葉

に
椋む

く
ど
り鳥図
」、「
葦あ
し
に
翡か
わ
せ
み翠図
」
と
い

う
風
に
、
季
節
の
順
に
は
並
ん
で
お

ら
ず
、冬
の
花
鳥
が
欠
け
て
い
ま
す
。

そ
し
て
邸
内
の
別
の
間
の
押
入
れ
襖

に
「
猫ね

こ
柳や
な
ぎに
燕つ
ば
め図
」「
梅
に
文
鳥
図
」

の
二
面
（
い
ず
れ
も
春
の
画
題
）
が

は
ま
る
と
い
う
、
奇
妙
な
配
置
と

な
っ
て
い
ま
す
。

襖
や
屏
風
の
周
囲
に
余
白
を
設

け
、
各
面
の
中
心
に
絵
を
貼
る
形
式

を
「
押お

し
絵え

貼ば
り

」
と
い
い
ま
す
。
各
面

で
絵
が
連
続
せ
ず
構
図
が
小
さ
く
な

る
一
方
、
容
易
に
仕
立
て
直
し
が
で

き
る
の
が
特
徴
で
す
。
本
作
は
か
つ

て
六
曲
一
双
屏
風
十
二
面
の
花
鳥
図

だ
っ
た
も
の
を
、
破
損
を
免
れ
た
絵

や
、
当
主
お
気
に
入
り
の
絵
を
選
り

出
し
て
仕
立
て
直
し
た
も
の
で
し
ょ

う
。
常
識
に
捉
わ
れ
ず
自
邸
内
に
絵

を
配
置
す
る
、
尾
藤
家
当
主
の
高
い

時の贈り物［ 第97回　花鳥の襖の奇妙な配置～日本遺産関連文化財～ ] 

右
上
「
木
蓮
に
文
鳥
図
」
／
右
下
「
稲
穂

に
五
十
雀
図
」
／
左
上
「
紅
葉
に
椋
鳥
図
」

左
下
「
葦
に
翡
翠
図
」

趣
味
性
が
う
か
が
え
ま
す
。

四
面
の
襖
絵
は
江
山
文
庫
企
画
展

「
花
鳥
百
態
」
で
７
月
８
日
ま
で
展

示
し
て
い
ま
す
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）和田屏山筆「四季花鳥図」紙本淡彩　押絵貼襖四面

赤ちゃんのかわいらしい様子は、見る人を笑顔にする力があ
りますね。子育ては、楽しいことも大変なこともたくさん。図
書館では、そんな保護者の皆さんを応援する本を揃えています。

図書館へ行こう！  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

赤ちゃんに関する本

Info 「ブックスタート」事業を行っています！

「ブックスタート」とは、乳児検診前期を受ける親子に、司書が選んだ
赤ちゃん向けの絵本２冊を実際に読み聞かせたあと、その絵本をプレゼントするもの
であり、子育て応援課、保健課および図書館が連携して行っています。また、野田川
子育て支援センターで月２回行われている「プレママカフェ」でも、図書館にある子
育てに関する本の一部をご覧いただけます。年４回は図書館職員が本の紹介をします。
詳しい日程は、毎月回覧される「子育て支援センター予定表」をご確認ください。

更新手続きのお願い

現在、登録内容の確認・更新作業を
進めておりますが、まだの方は、来館
時に利用者カードと身分証明書の提示
をお願いします。

引き続きご協力いただきますよう、
よろしくお願いします。

『マンガでわかる０～３歳のこれで安心子育て
ハッピーアドバイス』

明橋大二著／太田知子イラスト／１万年堂出版
０～３歳の時期でいちばん大切なこ
とを、イラストやマンガで分かりや
すくアドバイス。パパの子育て、育
児の悩みＱ＆Ａも収録した１冊。

「ハッピーアドバイス」は子どもの年
齢や悩みに応じたシリーズがありま
す。子育てで悩んだときには、この
本のような育児本を参考にしてはい
かがでしょうか？

『きみは赤ちゃん』
川上未映子著／文芸春秋

芥川賞受賞作家が 35 歳ではじめて
の妊娠・出産の経験を、作家ならで
はの鋭い観察眼と独自の視点で綴っ
たエッセイ。つわりの苦しみや、「出
産前診断」への苦悩、育児に対して
の夫への不満などが率直な言葉で書
かれているので、参考になったり共
感する女性も多いのでは？

『あかちゃん社長がやってきた』
マーラ・フレイジー著／もとしたいづみ訳／講談社

ある日、パパとママの元にやってきたのは、あかちゃん社長。
次から次へと仕事を命令していきます。休みはなく、気難しく

てすぐにかんしゃく
をおこすのです。赤
ち ゃ ん と の 日 々 を
ユーモラスに描いた
絵本。続編にあかちゃ
ん社長がお兄ちゃん
になった『あかちゃん
新社長がやってきた』
もあります。

一般書 ●『誰にでもできるアンガーマネジメ
ント』安藤俊介／ベストセラーズ ●『炎と怒
り』マイケル・ウォルフ／早川書房 ●『親子
カフェのつくりかた』小山訓久／学芸出版社 

●『実はこんなに間違っていた！日本人の健康法』奥田昌子／
大和書房 ●『それでもこの世は悪くなかった』佐藤愛子／文
藝春秋 児童書  ●『15才までに語彙をあと1500増やす本』福
田尚弘／アーバン ●『みんなにゴリラ』高畠那生／ポプラ社 
●『がっこうだってどきどきしてる』アダム・レックス／ＷＡ
ＶＥ出版  ●『世界恐竜アトラス』エミリー・ホーキンズ／徳
間書店 ●『世界不思議地図』佐藤健寿／朝日新聞出版

今月の
新着図書

Info　　図書館おはなし会

■日時 ６月22日（金） ※毎月第４金曜日
 午後１時30分～３時
■問い合わせ先 江山文庫　☎ 43-2180

江山文庫読書会 与謝野晶子の童話を読む

第 74 回「おとり鳥」[ 野田川 ]　６月 16 日（土）午前 10 時 30 分～
[ 本　館 ]　７月７日（土）午後２時～

[ 加　悦 ]　７月 14 日（土）午前 10 時 30 分～
（おはなし倶楽部よむよむによる七夕おはなし会）

7　広報よさの JUNE 2018 6



「阿蘇海の日」事業 を開催します！
■ 日 時  ７月 14 日（土）　※ 参加費無料
■ 場 所  阿蘇海周遊体験…阿蘇シーサイドパーク周辺、講演会・取組発表…知遊館
■ 時 間  ▽ 阿蘇海周遊体験：午前 8 時～午後 1 時
　　　　　　（① 8 時、② 9 時、③ 10 時 30 分、④ 11 時 30 分の４回）

 ▽ 講演会・取組発表：午後 1 時 30 分～午後 4 時（午後 1 時開場）
■ 内 容  ◇ 阿蘇海周遊体験：シーカヤック・SUP を用いた体験
　　　　　　　　※ 定員：各回 12 人（事前予約制：受付は６月 18 日から）

 ◇ 講演会：石原 良純氏（俳優・気象予報士）
 ◇ 取組発表：与謝野町立岩滝小学校、宮津市立府中小学校

※ この事業は全国モーターボート競走施行者協議会からの拠出金を受けて実施するものです。 問　住民環境課　☎ 43-9030

石
いしはら

原 良
よしずみ

純氏

ご寄附いただきありがとうございます
岩 滝 で 活 動 さ れ

ている仲良しおばあ
ちゃんクラブ様から、
町の福祉活動に役立
てていただきたいと
フリーマーケットの
売上金１万 3700 円
をご寄附いただきま
した。仲良しおばあ
ちゃんクラブ様、あ
りがとうございまし
た。

おのえ株式会社様から、町内 77 か所の施設に設置し
ている AED（自動体外式除細動器）の使用の際に役立
てていただきたいと、「非常用圧縮毛布」を 77 個ご寄
附いただきました。この毛布は、AED の収納箱内に設
置いたしますが、
おのえ様のご意
向により、AED
の使用に限らず、
緊急時の対応等
にも活用してい
くことといたし
ます。

尾
お の え

上康
やすのり

則代表取締役（中）、尾
お の え

上雄
ゆう

紀
き

常務取
締役（右）よりご寄附いただきました。

与謝野町出身の土
ど い

井貴
たかひと

仁様
より、自著書を与謝野町内の各
小中学校に寄贈いただきました。

「不眠」との闘い、克服までの
道のりを記した本で、自分と同
じ不眠に悩む子どもたちを救い
たいとの思
いが詰まっ
た書籍です。
大切に読ま
せていただ
きます。

がんばってます！消防団 編集 ● ひまわりふれ愛隊

平成 30 年度全国統一防火標語 「忘れてない？ サイフにスマホに 火の確認」

こんにちは！ 女性消防隊『ひまわりふれ愛隊』です！

新
入
団
員
１
人
を
迎
え

９
人
で
活
動
し
て
い
ま
す

平
成
16
年
に
発
足
し
た
「
ひ
ま
わ
り
ふ

れ
愛
隊
」
は
、
現
在
９
人
の
隊
員
で
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
１
人
の
新
入
団
員
を
迎
え
ま

し
た
。
隊
の
名
の
と
お
り
、「
ふ
れ
あ
い
」

を
大
切
に
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

地
域
の
方
に
、
分
か
り
や
す
く
火
事
や
災

害
の
予
防
啓
発
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
防
火
に
つ
と
め
、
火
災

の
な
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
！

◆ 音声告知放送
全国火災予防週間時などに音声告知放送で防火を呼び

かけています！
◆ チラシ作成

町内の各戸配布用のチラシを作成しています！
◆ 車両広報

男性団員さんに混ざり消防車による広報パトロールを
行う時もあります！

こんな活動をしています

■ こんな行事に参加しました

「まわれ右」「きをつけ、礼」などの各個訓練に

挑戦しました。

制服に身を包み、出初式において分列行進に参

加しました。

植田団長より新入団員が辞令を受け取りまし

た。

辞令交付式 出初式 団長点検

第７回与謝野町消防団消防
操法大会を開催します !

■日時：６月 17 日（日）午前８時～（予定） 
■場所：野田川グラウンド 　
※ 荒天の場合は６月 24 日（日）に延期

EVENT INFORMATION

　
消防団では、女性団員も募集しています。地域における消防防災のリーダーとして、平常時・

非常時を問わず、地域に密着し町民の安全と安心を守る重要な役割です。
月に一度の定例会で活動内容を決め、音声告知放送、防火教室、救命講習、車両広報など、火

災の予防啓発を中心に活動しています。興味のある方、一緒にやってみようと思われる方は、防
災安全課（☎ 43-9011）までご連絡ください。

求む！
消防団員

■ 
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に
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■ 

廣ひ
ろ
野の

百も
も
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ひ
ま
わ
り
ふ
れ
愛

隊
の
メ
ン
バ
ー
を

紹
介
し
ま
す

4 月 20 日から 30 日にウズベキスタンで行われたア
ジアユース選手権大会に加悦谷高校 1 年生の武藤理恵
瑠さん（橋立中）が出場し、スナッチで 66 ㎏の記録を
残し、見事銅メダルを獲得しました。

世界各国の 13 歳から 17 歳までの選手が出場する今
大会に、武藤さんは女子 48 ㎏級の日本代表として出場。
この階級には武藤さんを含め 18 人が出場し、武藤さん
はスナッチ 66 ㎏で 3 位、ジャーク 78 ㎏で 6 位、トー
タル 144 キロで 4 位入賞の成績を残し、世界の舞台で
輝きをみせました。

中学 2 年生のときに初出場を果たし、3 年連続の出
場となった今大会。昨年中学３年生で出場した時は、食
事の違いなど海外での調整に苦しみ、自分の力を発揮で
きなかったといい、悔しい結果に終わりましたが、今大
会は「昨年より調整がうまくできたので、落ち着いて試

アジアユース選手権大会 ウエイトリフティング競技　４位入賞

武
む

藤
とう

 理
り え る

恵瑠さん（加悦谷高校１年）

合に臨めた」と精神面
での成長も感じさせま
した。

大会にはスナッチ、
ジャーク、トータルの
いずれかでメダルを獲
得することを目標に臨
んだといい、スナッチ
で堂々の３位、銅メダ
ルを獲得。「思うような結果が残せず結果に満足はして
いないが、スナッチでメダルを獲得できたことはよかっ
た」と世界大会での活躍を振り返ってくれました。

数々の大会を経験するなかで、練習方法を変え、また
練習量を増やすなど試行錯誤し日々の練習に取り組んで
きた武藤さん。今年 9 月に開催される、16、17 歳を対
象とした世界大会「ユースオリンピック」への出場を目
指し「1 試合ずつ頑張っていきたい」と、今後の目標を
語ってくれました。

５
月
15
日
、
銅
メ
ダ
ル
と
賞
状
を
手
に
、
役
場

に
出
場
報
告
に
来
て
く
ま
し
た

武藤理恵瑠さんが世界大会で銅メダル獲得！
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まちの 話題 お届けします

２年生と５年生が協力して苗を植えていきました

●桑飼小学校田植え体験

泥んこになりながら田植えに挑戦！
桑飼小学校の 2 年生と 5 年生の児童 17 人が、5 月 10

日、温江の水田で田植えに挑戦しました。児童らは慣れ
ない手つきながらも、5 年生と 2 年生が協力し楽しみな
がら「京の豆っこ米」の苗を植えていきました。

森
もりもと

本将
まさのり

規くん（５年）は「お米を作る大変さを体験す
ることができた」と話し、普段の授業では経験できない
貴重な体験となりました。桑飼小学校によるこの取り組
みは「あつえ夢ファーム」の協力のもと毎年行われてい
るもので、9 月中旬には稲刈りを行い、11 月には収穫
したお米でばら寿司を作る予定です。

会場内を周遊するミニ列車に乗ろうと行列ができました

●加悦鉄道まつり

懐かしの列車に心おどる！
加悦 SL 広場を会場に、加悦鉄道まつりが 5 月 4 日と

5 日の 2 日間にわたり開催され、多くの鉄道ファンや家
族連れで会場はにぎわいました。

会場では、NPO 法人「加悦鉄道保存会」が復元した
加悦鉄道の列車の体験乗車会が行われ、蘇った懐かしの
列車を鉄道ファンは写真におさめ、また、ペーパークラ
フト教室やミニ列車が会場を走り抜け、子どもたちはイ
ベントを楽しんでいました。

●新緑の手仕事展

こだわりの作品が展示・販売されました
５月５日と６日の２日間にわたり与謝野町文化工芸の

里で「新緑の手仕事展」が開催されました。
職人たちの工房が建ち並ぶ文化工芸の里では、木製の

家具やジュエリー、陶器など、職人たちが創作した作品
が展示・販売されました。また、新鮮な地元野菜や郷土
料理の販売が行われたほか、江山文庫では、サックスや
加悦谷高校合唱部のアカペラなどのミニコンサートが行
われ、会場を盛り上げました。

創作した家具の特徴を語る職人とそれを聞く来場者（クラフト樺にて）

与謝野の春を彩る例祭が営まれました
４月 25 日から５月４日にかけて、「加悦谷祭」「岩

滝祭」「三河内曳山祭」が盛大に開催され、町内各地
で春の例祭が営まれました。４月 28 日・29 日に行わ
れた「加悦谷祭」では、各地で屋台や神輿がまちへ繰
り出し、神社で神楽舞や太刀振りが奉納され、また 5
月３日・４日の「三河内曳山祭」では、山屋台や子ど
も屋台の巡行や倭

し
文
どり

神社への神楽の奉納が行われ、各
地で大いににぎわいをみせました。※ 岩滝祭はＰ 2-3
掲載

まちの 話題 ワイド
加悦谷祭・岩滝祭・三河内曳山祭

華やかに飾られた山屋台が並びました（三河内曳山祭）

岩屋・阿知江神社での神楽舞（加悦谷祭）後野区では屋台が地区内を巡行（加悦谷祭）

町 政  News & Information
●阿蘇海一周マラソン

中学生がたすきをつなぐ
5 月 12 日、阿蘇海一周マラソンが行われ、中学生たち

が熱戦を繰り広げました。宮津市・伊根町・与謝野町から、
男女合わせて 16 チームが出場したこのマラソン大会。与
謝野町からは加悦中学校、江陽中学校、橋立中学校が出場
し、女子の部では本

ほん
多
だ

楓
かえで

さん（橋立中 2 年）が 5 区で区
間記録を更新する活躍をみせました。町内から出場した各
学校の大会結果はつぎのとおりです。

【女子の部】
橋 立 中 学 校：2 位
加 悦 中 学 校：4 位
江 陽 中 学 校：3 位

【総合男子の部】
橋 立 中 学 校：2 位
加 悦 中 学 校：4 位
江 陽 中 学 校：5 位

力走をみせた橋立中学校男子Ａ・Ｂチーム

大江山登山マラソン参加者募集中！
第 13 回よさの大江山登山マラソン大会 問　社会教育課 ☎ 43-9026

湯田友美さん

種　目
年齢別部門

スタート時刻 参加料
男 女

大江山縦走コース 23.5 ㎞
1 部（高校生以上 39 歳以下） 4 部（高校生以上 39 歳以下）

10:00 4,000 円2 部（40 歳以上 49 歳以下） 5 部（40 歳以上）
3 部（50 歳以上）

ちりめん街道コース 10 ㎞
6 部（中学生以上 39 歳以下） 8 部（中学生以上 39 歳以下）

10:15
3,000 円
2,000 円

（中学生のみ）7 部（40 歳以上） 9 部（40 歳以上）

チャレンジコース 3.5 ㎞ 小学生以上の男女 10:20 1,000 円

前
回
大
会
は
台
風
の
接
近
に
よ
り

や
む
な
く
中
止
と
し
ま
し
た
が
、
今

年
も
ワ
コ
ー
ル
在
籍
中
に
女
子
駅
伝

等
で
活
躍
さ
れ
た
湯ゆ

だ田
友と
も
美み

さ
ん
を

お
迎
え
し
、
９
月
16
日
（
日
）
大
江

山
運
動
公
園
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

と
し
、
高
低
差
８
０
０
ｍ
の
よ
さ
の

大
江
山
登
山
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開

催
し
ま
す
（
23
・
５
㎞
の
部
）。
そ

の
ほ
か
に
も
、
ち
り
め
ん
街
道
（
舗

装
路
）
を
通
る
10
㎞
の
部
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
用
の
３・
５
㎞
の
部
が
あ
り
ま

す
。
み
な
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【
申
し
込
み
締
め
切
り
】

７
月
27
日
（
金
）
当
日
消
印
有
効

で
す
。
ま
た
は
直
接
申
し
込
み
も
可

能
で
す
。
た
だ
し
、
23
・
５
㎞
の
部

は
先
着
５
０
０
名
。

【
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先
】

よ
さ
の
大
江
山
登
山
マ
ラ
ソ
ン
大

会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
与
謝
野
町

教
育
委
員
会
内
）
☎
４
３・９
０
２
６
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お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

平成 30 年４月末現在

まちのうごき

人　口 22,028 人（－８）

　男　 10,514 人（－ 11）

　女　 11,514 人（＋３）

世帯数 9,123 戸（＋23）
※括弧内は前月比

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、４月 16 日から５月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

与謝野町役場 
　☎ 43-9000（代表）

総務課
　☎ 43-9010 
防災安全課 
　☎ 43-9011
商工振興課
　☎ 43-9012
会計室
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015
観光交流課
　☎ 43-9016

加悦庁舎 
　☎ 43-9001（代表）

税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
CATV センター
　☎ 43-9028
野田川庁舎
　☎ 43-9002（代表）

住民環境課
　☎ 43-9030
上下水道課
　☎ 43-9031

介護保険料の基準額を７万2000円に改定しました
介護保険についてのお知らせ 問 　福祉課 ☎ 43-9021

与
謝
野
町
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

取
り
組
む
た
め
、
平
成
30
年
度
か
ら
32
年
度
ま

で
の
「
与
謝
野
町
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
介
護

保
険
事
業
計
画
」
を
こ
の
ほ
ど
策
定
し
、
そ
の

中
で
、
満
65
歳
以
上
の
方
に
納
付
い
た
だ
く
介

護
保
険
料
に
つ
い
て
も
改
め
て
金
額
設
定
を
行

い
ま
し
た
。

与
謝
野
町
の
平
成
30
年
度
か
ら
32
年
度
ま

で
の
「
基
準
額
」
は
、
前
期
間
（
平
成
27
年

度
か
ら
29
年
度
）
よ
り
や
や
増
額
と
な
り
、

７
万
２
０
０
０
円
（
年
額
）
で
す
。
そ
の
基
準

額
を
も
と
に
、
所
得
に
よ
っ
て
１
～
11
段
階
の

保
険
料
に
分
か
れ
ま
す
（
左
記
表
参
照
）。

介
護
保
険
料
は
、
年
金
か
ら
年
６
回
に
分
け

て
天
引
き
さ
せ
て
い
た
だ
く
「
特
別
徴
収
」
も

し
く
は
納
付
書
で
個
別
に
支
払
っ
て
い
た
だ
く

「
普
通
徴
収
」
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
納
付
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
年
金
が
年
額
18
万
円
未

満
の
方
は
普
通
徴
収
と
な
る
ほ
か
、
満
65
歳
に

な
ら
れ
て
か
ら
約
半
年
間
や
修
正
申
告
を
さ
れ

て
保
険
料
の
所
得
段
階
が
変
更
に
な
っ
て
か
ら

当
面
の
間
は
、
特
別
徴
収
に
切
り
替
わ
る
ま
で

普
通
徴
収
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

す
。

改定された介護保険料（平成３０年度～３２年度）

所得段階 対象となる方 保険料率 保険料（年額）

１

生活保護受給者、老齢福祉年金※

受給者、および世帯全員が住民税
非課税で本人の合計所得※＋課税
年金収入が 80 万円以下の人

基準額
×

0.45
３万 2400 円

２
世帯全員が住民税非課税で、本人
の合計所得＋課税年金収入が 120
万円以下の人

基準額
×

0.70
５万 400 円

３ 世帯全員が住民税非課税で、上記
以外の人

基準額
×

0.75
５万 4000 円

４

本人は住民税非課税（世帯内には
住民税課税者がいる）で、本人の
合計所得＋課税年金収入が 80 万円
以下の人

基準額
×

0.90
６万 4800 円

５ 本人は住民税非課税（世帯内には住民
税課税者がいる）で、上記以外の人

基準額
×

1.00
７万 2000 円

６ 本人が住民税課税で、合計所得が
120 万円未満の人

基準額
×

1.25
９万円

７ 本人が住民税課税で、合計所得が
120 万円以上 200 万円未満の人

基準額
×

1.50
10 万 8000 円

８ 本人が住民税課税で、合計所得が
200 万円以上 300 万円未満の人

基準額
×

1.80
12 万 9600 円

９ 本人が住民税課税で、合計所得が
300 万円以上 400 万円未満の人

基準額
×

1.85
13 万 3200 円

10 本人が住民税課税で、合計所得が
400 万円以上 500 万円未満の人

基準額
×

1.90
13 万 6800 円

11 本人が住民税課税で、合計所得が
500 万円以上の人

基準額
×

2.00
14 万 4000 円

介
護
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
た
費
用
の
保
険
給
付
分
が
全
て
償
還

払
い
（
利
用
者
の
立
替
払
い
）
と
な
っ
た
り
、

利
用
者
負
担
分
が
通
常
の
１
割
負
担
か
ら
３
割

負
担
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
り
、
さ
ら
に
は
差
し

押
さ
え
と
い
っ
た
処
分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
は
、
住
民
同
士
が
支
え
あ
う

相
互
扶
助
の
制
度
で
す
。
負
担
の
公
平
感
を
損

ね
ま
す
と
成
り
立
た
な
い
制
度
と
な
り
ま
す
の

で
、
納
付
に
つ
き
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※老齢福祉年金：明治 44 年（1911 年）４月１日以前に生まれた方、または大正５年（1916

年）４月１日以前に生まれた方が受けている年金。

※合計所得金額：実際の「収入」から「必要経費の相当額」を差し引いた額。

町 政  News & Information町 政  News & Information

問　学校教育課 ☎ 43-9025

教科書展示会の開催について
与謝野町教育委員会からのお知らせ

平
成

　年
度
使
用
予
定
の

教
科
書
を
展
示
し
ま
す

教
育
関
係
者
の
調
査
研
究
に
役

立
て
る
と
と
も
に
、
保
護
者
等
の

教
科
書
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
31
年
度
使

用
予
定
の
各
発
行
者
か
ら
発
行
さ

れ
る
教
科
書
を
一
堂
に
集
め
た
展

示
会
を
開
催
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
使
用
す
る
こ
と

に
な
る
教
科
書
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
15
日
（
金
）
～
７
月

４
日
（
水
）　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
７
時　
※ 

土
日
を
除
く

※ 

京
丹
後
市
教
育
委
員
会
内
教

科
書
セ
ン
タ
ー
は
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時

場
所　
京
都
府
丹
後
教
育
局
内
教

科
書
セ
ン
タ
ー
、
京
丹
後
市
教
育

委
員
会
内
教
科
書
セ
ン
タ
ー

展
示
教
科
書　
平
成
31
年
度
に
使

用
す
る
教
科
書

■ 

小
学
校
用
教
科
書

平
成
25
年
度
検
定
済
教
科
書
、

平
成
28
年
度
検
定
済
教
科
書
（
道

徳
）

■ 

中
学
校
用
教
科
書

平
成
26
年
度
検
定
済
教
科
書
、

平
成
29
年
度
検
定
済
教
科
書
（
道

徳
）

■ 

高
等
学
校
用
教
科
書

新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
て

編
集
さ
れ
た
平
成
28
年
度
検
定
済

教
科
書
な
ら
び
に
従
来
の
学
習
指

導
要
領
に
基
づ
い
て
編
集
さ
れ
た

教
科
書

与
謝
野
町
で
も
教
科
書
は

閲
覧
で
き
ま
す

与
謝
野
町
教
育
委
員
会
で
も
小

学
校
用
教
科
書
お
よ
び
中
学
校
用

教
科
書
の
み
を
対
象
に
、
土
日
を

除
く
６
月
15
日
（
金
）
～
７
月
４

日
（
水
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
ま
で
閲
覧
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
加
悦
庁

舎
２
階
の
学
校
教
育
課
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

31

問　議会事務局 ☎ 43-9027

新しい正副議長が決定しました！
与謝野町議会からのお知らせ

５
月
８
日
に
行
わ
れ
た
与

謝
野
町
議
会
５
月
臨
時
会
で
、

正
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、

議
長
に
家い

え
城き

功い
さ
おさ
ん
が
、
副

議
長
に
和わ

だ田
裕ひ

ろ
ゆ
き之

さ
ん
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
申
し
合
わ
せ
に

よ
り
２
年
で
す
。

●
い
え
き
　
い
さ
お
（
53
歳
）

平
成
18
年
に
与
謝
野
町
議
に
初
当
選
。

現
在
４
期
目
。

●
わ
だ
　
ひ
ろ
ゆ
き
（
43
歳
）

平
成
22
年
に
与
謝
野
町
議
に
初
当
選
。

現
在
３
期
目
。

６月 23 日（土）～７月１日（日）の間、知遊館でよしださなえさん作画の「与
謝野町男女共同参画４コマ漫画特別原画展」を開催します。ぜひご来場ください。

■ EVENT INFORMATION

７/ ２（月）まで
町 府 民 税　第１期

国民健康保険税　第１期

介 護 保 険 料　第１期

今月の納期

納期を過ぎた町税の納付相談窓口

京都地方税機構 丹後地方事務所

京丹後市役所 大宮庁舎 ３階

問　0772-68-1041

滞納税相談窓口
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ゆ
か
た
着
付
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

期
間　
６
月
22
日
・
29
日
、
７
月
６
日
（
毎
週

金
曜
日
・
全
３
回
）

時
間　
《
朝
の
部
》
午
前
９
時
半
～
11
時

《
昼
の
部
》
午
後
１
時
半
～
３
時

《
夜
の
部
》
午
後
８
時
～
９
時
半

※ 

申
し
込
み
時
に
ご
希
望
の
部
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
参
加
費
無
料
。

場
所　
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る

講
師　
京
都
き
も
の
藤
原
学
院
丹
後
分
校

内
容　
各
自
で
ゆ
か
た
（
夏
用
着
物
も
可
）
を

持
ち
こ
み
、
着
付
け
技
術
を
習
得
す
る
。
男
性

は
、
帯
結
び
（
角
帯
・
兵
児
帯
）
を
中
心
と
し

た
着
付
け
技
術
を
習
得
す
る
。

参
加
資
格　
町
内
在
住
の
方

問
・
申　
６
月
19
日
（
火
）
ま
で
に
商
工
振

興
課
（
☎
４
３・９
０
１
２
）
へ
。

丹
後
織
物
総
合
展
（
タ
ン
ゴ
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
マ

ル
シ
ェ
）
の
出
展
者
募
集

丹
後
ち
り
め
ん
創
業
３
０
０
年
事
業
実
行
委

員
会
で
は
、
首
都
圏
に
お
い
て
丹
後
産
地
単
独

の
繊
維
素
材
・
製
品
の
展
示
商
談
会
「
丹
後
織

物
総
合
展
」
を
開
催
す
る
予
定
の
た
め
、
出
展

事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　
10
月
３
日
（
水
）、
４
日
（
木
）

場
所　
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス 

ア
ネ
ッ
ク
ス
Ａ

棟
（
東
京
都
渋
谷
区
猿
楽
町
２
９
ー
２
１
）

問
・
申　

６
月
22
日
（
金
）
午
後
５
時
ま

で
に
丹
後
織
物
工
業
組
合
総
務
１
課
（
☎

０
７
７
２・６
８・５
２
１
１
）
ま
た
は
、
商
工

振
興
課
（
☎
４
３・９
０
１
２
）
へ
。

在
宅
介
護
用
品
支
給
事
業
の
お
知
ら
せ

与
謝
野
町
で
は
、
在
宅
で
高
齢
者
等
の
介
護

を
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
の
支
援
の
た
め
、
介
護

用
品
の
支
給
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
申
請
の
お
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

対
象
者　
介
護
保
険
法
に
よ
る
要
介
護
度
４
お

よ
び
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
町
内
在
住
の
方

を
在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
町
民
税
非
課
税

（
平
成
30
年
度
）
世
帯
の
家
族
の
方

支
給
品　
紙
お
む
つ
、
尿
取
り
パ
ッ
ド
、
清
拭

剤
、お
し
り
ふ
き・か
ら
だ
ふ
き
、防
水
シ
ー
ツ
、

ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー
、
嚥
下
補
助
食
品(

ト
ロ

ミ
調
整
剤)

、
介
護
用
手
袋
、
口
腔
ケ
ア
用
品
、

消
臭
剤
、
食
事
用
エ
プ
ロ
ン

利
用
期
間　
７
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日

（
た
だ
し
、
入
院
や
施
設
入
所
さ
れ
た
場
合
は

ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
）

支
給
限
度
額　
申
請
に
よ
り
、
月
額
６
０
０
０

円
分
の
金
券
を
支
給
し
ま
す
。

金
券
利
用
店　
町
内
の
登
録
業
者
（
金
券
送
付

時
に
通
知
し
ま
す
）

問
・
申　
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、福
祉
課
（
☎

４
３・９
０
２
１
）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

や
さ
し
い
点
字
体
験
教
室
の
開
催
に
つ
い
て

日
時　
６
月
28
日
（
木
）、
29
日
（
金
）
午
後

１
時
半
～
３
時
半（
ど
ち
ら
か
１
回
の
み
で
も
可
）

場
所　
丹
後
視
力
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格　
20
歳
以
上　
※ 

参
加
費
無
料

募
集
人
数　
20
人
（
先
着
順
）

内
容　
《
６
月
28
日
》
①
「
視
覚
障
害
に
つ
い

て
」
と
「
視
覚
障
害
者
を
支
え
る
機
器
」
な
ど

の
紹
介　
②
点
字
の
初
歩
か
ら
簡
単
な
読
み
書

き
ま
で

《
６
月
29
日
》
①
「
視
覚
障
害
者
の
方
の
お
話
」

と
「
視
覚
障
害
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
道
具
」

な
ど
に
つ
い
て　
②
点
字
で
手
紙
な
ど
の
短
文

を
書
く
ま
で

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
飲
み
物
等
は
各
自
で
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

問
・

申　

６
月
25
日
（
月
）
ま
で
に

丹
後
視
力
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
７
２・７
２・０
６
０
９
）
へ
。

住
民
健
診
の
申
し
込
み
受
付
を
延
長
し
て
い
ま
す

現
在
、
住
民
健
診
の
申
し
込
み
受
付
を
延
長

し
て
い
ま
す
。

最
終
締
め
切
り　
６
月
20
日
（
水
）
午
後
５
時

ま
で
に
提
出
く
だ
さ
い
。

問
・
申　
今
年
度
の
「
健
診
申
込
書
」（
５
月

初
旬
に
配
布
）
を
本
庁
舎
・
野
田
川
庁
舎
の
住

民
環
境
課
住
民
係
、
ま
た
は
、
保
健
課
（
☎

４
３・９
０
２
２
）
へ
お
持
ち
の
う
え
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　
女
性
20
歳
以
上・男
性
39
歳
以
上（
与

謝
野
町
国
保
の
方
は
30
歳
以
上
）
の
方
で
転
入

さ
れ
た
方
、
ま
た
は
、
健
診
申
込
書
を
紛
失
さ

れ
た
方
は
申
込
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
保
健
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度
子
宮
頸
が
ん
検
診
「
医
療
機
関
」

受
診
に
よ
る
個
別
検
診
の
お
知
ら
せ

与
謝
野
町
が
実
施
す
る
子
宮
頸
が
ん
検
診
は

「
集
団
検
診
」
か
「
医
療
機
関
で
の
個
別
検
診
」

か
の
ど
ち
ら
か
の
方
法
で
受
け
て
い
た
だ
け
ま

す
。
平
成
30
年
度
末
年
齢
が
21
歳
～
74
歳
で
、

昨
年
度
子
宮
頸
が
ん
検
診
未
受
診
の
方
に
は
、

医
療
機
関
で
の
検
診
の
際
に
必
要
と
な
る
「
子

宮
頸
が
ん
検
診
受
診
票
」を
送
付
し
て
い
ま
す
。

75
歳
以
上
の
方
や
転
入
さ
れ
た
方
で
、
医
療
機

関
で
の
個
別
検
診
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
保

健
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

検
診
期
間　
11
月
30
日
（
金
）
ま
で

検
診
機
関　
受
診
票
送
付
時
に
案
内
し
ま
す

問
・
申　
保
健
課
☎
４
３・９
０
２
２

※ 

費
用
無
料
。
※ 

子
宮
頸
が
ん
検
診
は
隔
年
受

診
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
昨
年
度
受
診
さ
れ

た
方
（
妊
婦
健
診
で
の
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
含

む
）
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

「
歩
い
て
元
気
」
運
動
教
室
参
加
者
募
集

「
自
分
の
足
で
歩
い
て
元
気
に
暮
ら
せ
る
」

こ
と
を
願
っ
て
、
運
動
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

場
所
・
日
程　
《
元
気
館
》　
７
月
９
日
・
23
日
、

８
月
20
日
、
９
月
10
日
、
10
月
15
日
、
11
月
12

日
（
す
べ
て
月
曜
日
）

《
岩
滝
保
健
セ
ン
タ
ー
》　
７
月
13
日
、
８
月
10

日・24
日
、
９
月
14
日・28
日
、
11
月
９
日
（
す

べ
て
金
曜
日
）　

時
間　
午
後
１
時
半
～
３
時
半　
　

内
容　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、身
体
を
整
え
る
体
操
、

バ
ラ
ン
ス
や
筋
力
ア
ッ
プ
の
体
操
等

講
師　
家
谷
美
穂
子　
健
康
運
動
指
導
士

対
象
者　
お
お
む
ね
60
歳
～
74
歳
の
町
民
の
方

定
員　
各
会
場
30
人
（
予
定
）

問
・
申　
６
月
25
日（
月
）ま
で
に
保
健
課（
☎

４
３・９
０
２
２
）
へ
。
※ 

ど
ち
ら
か
一
方
の

お知らせページ 問＝問い合わせ先

申＝申し込み先・方法

問

申

会
場
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
、
今
ま
で
に
保
健
課
主
催
の
運
動
教

室
の
未
参
加
者
を
優
先
し
ま
す
。
申
し
込
み
者

に
は
申
し
込
み
締
切
り
後
に
詳
細
を
案
内
し
ま
す
。

つ
つ
が
虫
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

つ
つ
が
虫
病
と
は
、
野
外
に
い
る
ダ
ニ
の
一

種
で
あ
る
つ
つ
が
虫
に
刺
さ
れ
て
感
染
す
る
病

気
で
す
。つ
つ
が
虫
は
肉
眼
で
は
見
え
に
く
く
、

刺
さ
れ
て
も
気
づ
か
な
い
こ
と
が
多
く
、
冬
を

除
き
、
１
年
中
発
生
し
、
特
に
４
月
か
ら
６
月

ご
ろ
と
、
11
月
ご
ろ
に
多
く
発
生
し
ま
す
。
人

か
ら
人
へ
の
感
染
は
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
つ
が
虫
病
の
症
状　
刺
さ
れ
て
１
～
２
週
間

後
に
38
～
40
℃
の
高
熱
が
続
く
こ
と
が
多
い
で

す
。
初
期
症
状
は
倦
怠
感
、
食
欲
不
振
で
、
多

く
は
頭
痛
や
関
節
痛
、
リ
ン
パ
節
の
は
れ
を
伴

い
、
身
体
に
発
疹
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
刺
さ
れ
た
部
位
に
は
特
有
の
「
刺
し
口
」

が
み
ら
れ
ま
す
。

治
療　
早
め
に
受
診
を
し
ま
し
ょ
う
。
診
断
が

つ
け
ば
有
効
な
治
療
薬
が
あ
る
の
で
比
較
的
短

期
間
で
回
復
し
ま
す
。
し
か
し
、
風
邪
と
思
っ

て
放
っ
て
お
く
と
重
症
化
し
、
時
に
命
に
か
か

わ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

予
防　
農
作
業
や
散
策
な
ど
で
草
む
ら
や
野
山

に
入
る
時
は
注
意
が
必
要
で
す
。

① 

肌
を
露
出
し
な
い
よ
う
に
長
袖
、
長
ズ
ボ

ン
、
長
靴
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

② 

草
む
ら
で
直
接
寝
転
ん
だ
り
、地
面
に
座
っ

た
り
、
衣
服
を
置
い
た
り
し
な
い
。

③ 

草
む
ら
な
ど
に
立
ち
入
っ
た
後
は
、
服
を

よ
く
は
た
き
、着
替
え
や
入
浴
を
し
ま
し
ょ
う
。

④ 

防
虫
ス
プ
レ
ー
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
　
保
健
課
☎
４
３・９
０
２
２

北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
府
民
公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

日
時
・
場
所　
６
月
24
日
（
日
）
午
後
２
時
～

４
時 　
峰
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　
「
健
康
長
寿
を
め
ざ
し
て
」

内
容　
■ 

講
演
①
「
加
齢
に
よ
る
眼
病
予
防
」

（
講
師　
眼
科
医
長　
北
澤
耕
司
氏
）　
■ 

講
演

②「
前
立
腺
が
ん
の
最
新
の
診
断
と
治
療
」（
講

師　
診
療
部
担
当
部
長　
沖
原
宏
治
氏
）

そ
の
他　
入
場
無
料
、
事
前
申
し
込
み
不
要
。

定
員
は
２
５
０
人
。
た
だ
し
、保
育
室
（
原
則
、

生
後
６
ヵ
月
以
上
）・
手
話
通
訳
等
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
１
週
間
前
ま
で
に
そ
の
旨
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

問　
京
都
府
立
医
科
大
学
附
属
北
部
医
療
セ

ン
タ
ー
☎
４
６・３
３
７
１

保
護
司
の
更
生
保
護
相
談
日
に
つ
い
て

平
成
29
年
４
月
か
ら
宮
津
与
謝
地
区
保
護
司

会
で
は
更
生
保
護
活
動
を
行
う
拠
点
と
し
て
、

与
謝
野
町
中
央
公
民
館
２
階
に
「
更
生
保
護
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
所
し
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
広
く
住
民
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
、
保
護
司
が
薬
物
な
ど
の
犯
罪

や
非
行
防
止
・
更
生
保
護
に
関
す
る
こ
と
の
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。（
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料
）

相
談
日　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
前
10
時

～
午
後
３
時
（
祝
祭
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

場
所　
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
与
謝

野
町
中
央
公
民
館
２
階
）

問　
宮
津
与
謝
地
区
保
護
司
会

☎
０
７
７
２・４
７・９
５
５
０

Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｘ
土
壌
診
断
ほ
場
（
畑
）
の
募
集

株
式
会
社
よ
さ
の
で
は
、
地
方
創
生
推
進
事

業
の
一
環
で
、
与
謝
野
町
が
取
り
組
ん
で
き

た
「
京
の
豆
っ
こ
肥
料
」
を
活
用
す
る
「
自

然
循
環
農
業
」
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指

す
た
め
、
立
命
館
大
学
が
開
発
し
た
科
学
技

術
『
Ｓソ
フ
ィ
ッ
ク
ス

Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｘ
（
土
壌
肥
沃
度
指
標
）
技
術
』

を
活
用
し
、
土
壌
成
分
を
数
値
で
示
し
、
数
値

に
応
じ
て
肥
料
や
堆
肥
を
処
方
す
る
農
法
の
試

験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｘ

土
壌
診
断
ほ
場
（
畑
）
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

土
壌
分
析
・
処
方
診
断
に
沿
っ
た
試
験
に
協
力

で
き
る
農
家
の
方
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

事
業
主
体  

株
式
会
社
よ
さ
の

募
集
ほ
場　
野
菜
の
ほ
場
（
ほ
場
の
所
在
地
・

品
目
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
）

問
・
申　
６
月
15
日（
金
）ま
で
に
農
林
課（
☎

４
３・９
０
２
３
）
へ
。 

※ 

土
壌
分
析
結
果
に

よ
り
、
堆
肥
施
用
の
処
方
診
断
が
さ
れ
ま
す
の

で
、
実
費
負
担
（
堆
肥
約
５
０
０
０
円
／
ｔ
、

ほ
場
着
値
、
散
布
個
人
、
分
析
結
果
で
施
肥
量

は
変
化
）
で
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
応
募
が
多
数

の
場
合
は
ほ
場
の
選
定
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※ 

水
田
の
ほ
場
の
募
集
は
夏
に
行
う
予
定
で
す

狩
猟
免
許
試
験
・
初
心
者
講
習
会
の
お
知
ら
せ

狩
猟
免
許
試
験
と
初
心
者
講
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
町
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
農
林
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
農
林
課
☎
４
３・９
０
２
３

狩
猟
免
許
の
取
得
等
に
補
助
が
あ
り
ま
す

与
謝
野
町
で
は
、
有
害
鳥
獣
駆
除
班
の
活
性

化
と
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
林
産
物
被
害
を
防
止

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
狩
猟
免
許
（
わ
な
猟
・

銃
猟
）
の
取
得
お
よ
び
猟
銃
の
取
得
に
要
す
る

経
費
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
　
農
林
課
☎
４
３・９
０
２
３

動
物
愛
護
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
お
知
ら
せ

京
都
府
と
京
都
市
は
共
同
で
、
動
物
愛
護
写

真
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ　
「
人
と
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
」

問
・

申　

京
都
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
７
５・
６
７
１・
０
３
３
６
）
ま

た
は
丹
後
保
健
所
環
境
衛
生
室
（
☎

０
７
７
２・６
２・１
３
６
１
）

自
衛
隊
で
は
自
衛
官
候
補
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

年
齢
資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

試
験
日
・
受
付
期
間　
①
７
月
８
日
（
日
）〔
受

付
は
６
月
１
日
（
金
）
～
７
月
６
日
（
金
）〕

②
７
月
21
日
（
土
）〔
受
付
は
７
月
９
日
（
月
）

～
７
月
20
日
（
金
）〕

※ 

試
験
会
場
に
つ
い
て
は
、
受
付
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
・
申　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
自
衛
隊
京
丹

後
地
域
事
務
所（
☎
０
７
７
２・６
４・２
４
９
８
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農作業中の熱中症に気を付けましょう！
初夏・梅雨明けから農作業中の熱中症事故が多発します。１人作業を極力控え、２人以上の作業を心

がけましょう。また、水分補給・こまめな休憩・暑い時間帯の作業を控え、熱中症の予防に努めましょう。15　広報よさの JUNE 2018 14
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よさの百年の暮らし委員会（愛称：みらいふ）と与謝野町では、ご家庭や職場などで今年作ら
れた「緑のカーテン」の写真を募集して「緑のカーテンコンテスト」を開催します。緑のカーテンは、夏の
日差しを和らげ、家の中の温度を約３℃下げる効果があると言われています。なお、各庁舎にフウセンカズ
ラのタネを置いていますので、ご自由にお持ち帰りください。（無くなり次第終了します）
■ 応 募 資 格：与謝野町内の家庭、事業所等において、「緑のカーテン」を設置した個人または団体
■ 応 募 部 門：全作品共通とする　※ 昨年度までの、家庭部門・事業所部門の区別なし
■ 表 彰：審査会において、応募者の中から、最優秀作品１点・優秀作品１点・みらいふ賞３点を選

　

「よさの緑のカーテンコンテスト 2018」を開催しますInfo

考（副賞を進呈）。また、応募者全員に参加賞を贈呈。
■ 応 募 方 法：応募用紙に必要事項を記入し、写真を添付の上、与謝野町役場野田川庁舎・住民環境課ま

で提出してください。（応募作品は返却しません）
■ 問い合わせ：住民環境課　☎ 43-9030

平成 31 年４月１日採用予定の与謝野町職員を募集します

職種 採用予定者数 受験資格

一般事務職 若干名
昭和 58 年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法に定める大学、短期大学、高等専門学校ま
たは高等学校（同程度と認められる方を含む）を卒業または平成 31 年３月末に卒業見込の方。

保健師 若干名
昭和 53 年４月２日以降に生まれた方で、保健師の有資格者または平成 31 年３月末までに資格取
得見込の方。

保育士・幼稚園教諭 若干名
昭和 63 年４月２日以降に生まれた方で、保育士および幼稚園教諭の両方の有資格者または平成
31 年３月末までにこれら両方の資格取得見込の方。

保育士・幼稚園教諭
（社会人枠） 若干名

昭和 53 年４月２日から昭和 63 年４月 1 日までに生まれた方で、保育士および幼稚園教諭の両方
の有資格者の方。

管理栄養士 １名
昭和 63 年４月２日以降に生まれた方で、管理栄養士の有資格者または平成 31 年３月末までに資
格取得見込の方。

主任介護支援専門員 １名
昭和 48 年４月２日以降に生まれた方で、主任介護支援専門員の資格のある方、もしくは京都府
主任介護支援専門員研修の受講対象者または主任介護支援専門員に準ずる方。

土木技術職 １名

昭和 63 年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法に定める大学、短期大学または高等専門学
校（同程度と認められる方を含む）において土木工学の専門課程を修得し、卒業または平成 31
年３月末に卒業見込の方。ただし、同学校を卒業し、２年以上経過した方については、土木系の
設計または施工管理、維持補修などの実務経験が１年以上ある方。

■試 験 日 時 第１次試験　７月 22 日（日）午前８時 30 分から
■場　　　所 加悦保健センター（元気館）
■応 募 期 間 ５月２５日（金)～６月２５日（月）まで（土・日曜日および祝日を除く午前８時３０分～午後５時１５分）
■応 募 要 領 役場各庁舎にある「職員採用試験申込書」に必要書類を添えて、総務課に提出してください。
■第２次試験 第１次試験の合格者には、文書で第２次試験の通知を行います。

※ 一般事務職については、応募者数により第３次試験を実施する場合があります。
■実 施 要 項　 試験科目等の詳細は、役場各庁舎にある「平成 30 年度与謝野町職員採用試験案内」または町の

ホームページをご確認ください。
※ 職員採用試験申込書は町のホームページからもダウンロードできます。

■問い合わせ　　　総務課　☎ 43-9010

◆◇ 求める人物像 ◇◆

■職種、採用予定者数および受験資格　（日本国籍を有し、次のいずれかに該当する方）

与謝野を愛し、多様性を認め合い、新しいモノやコトを創出しチャレンジする人財

男女共同参画週間平成 30 年度キャッチフレーズ 『走りだせ、性別のハードルを超えて、今』－ －


